
旬の戻りカツオを使った
壮年部料理教室

（吹田市職労）

　吹田市職労壮年部では、３月に毎年恒例のイカナゴ
作り、夏のビアパーティーなどを主催してきました。
９月27日18時より職員会館３階で、今年最後の料理教
室を開催しました。今回は、女性部からはじめての参
加があり、にぎやかで楽しい料理教室になりました。
　料理の内容は「カツオのたたき」「てこね寿司」「す
まし汁」と旬の食材をつかった豪華な料理。講師は給
食調理員の田中さん。参加者は丁寧な説明を熱心に聞
き、班に分かれて取り組みました。

　かつおの皮むき、にんにくの皮むきと、料理の大変
さに苦労しました。仕上がった料理は隣の部屋に運
び、飲んだり食べたり、感想を言い合ったり、本当に
楽しい時間でした。
　「いろんな料理が楽しめる料理教室は毎回楽しみに
している。みんなと食べておいしかった」などいろい
ろな意見が寄せられました。
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お届けします

セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」

※ 対象期間は、2016年６月～2017
年５月となります。

　サポートＵ40は、40歳以
下の加入者に対し、セット
型と加入月数分に応じて掛
金をプレゼントする制度で
す。昨年と同様、個人還元
金と同時期にお届けしま
す。

若い方の掛金負担を
減らす制度です

アンダーフォーティ

「
サ
ポ
ー
ト 

Ｕ
40
」　　

アンダー

（円）

セット型 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4 K1 K2 K3

掛金金額 11,360 10,230 8,970 7,930 6,810 5,670 4,490 3,260 2,160 1,070 3,140 2,720 1,980 1,770 1,560 2,690 1,620 890 640 510 1,000 1,830

還 元 額 16,300 14,800 12,720 11,380 9,830 8,020 6,380 4,660 2,870 1,420 4,470 3,830 2,860 2,540 2,210 3,560 2,120 1,180 700 320 950 1,890

2017年10月「セット共済」型別個人還元額一覧（対象期間2016.6～2017.5）

　セット共済は、払った掛金の７
割を入院や通院等の給付と加入者
への還元にあて、残りの３割は、
大規模災害等の積立金と事務所費
等の経費（１割未満）にあてるこ
とを基本に運営しています。
　年１回の決算の結果、剰余金が
出た場合、割戻金として加入者に
還元されます。

　今年度は、還元総額約１億5689
万円を加入者に還元することが決
まりました。還元時期は例年どお
りです。
　高い民間保険料を払っている方
は、「セット共済」加入で負担を
抑えて、着実に貯蓄に回しましょ
う。そして、来年はあなたも還元
金をお受け取り下さい。

※ 還元対象期間に144,000円を超える
共済給付金を受けた加入者は個人還
元の支給対象となりません。※対象期間１年間同じセット型に加入した場合の還元額です。※対象期間は、2016年６月～2017年５月


